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I N F O R M AT I O N  F R O M  P O P O L A  K A S U K A B E

ぽぽらだより
P O P O L A 「ぽぽらだより」は、春日部市市民活動センター（ぽぽら春日部）が発行する

まちづくりや市民活動を広めるためのフリーペーパー（広報誌）です。ぽぽ
ら春日部は、まちの課題に取り組み、市民の暮らしに新たな価値を生む公益
的な活動を応援する施設です。地域のための活動をしている人、始めたい人
がつながっていく場所でもあります。皆さんのご利用をお待ちしています。

TAKE FREE
ご自由にお取りください

まちのことを、はじめる場所。

　本誌に関するご質問・お問い合わせはこちらから 　  　  048-731-3550　  　popola@kasukabehall.jp
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暑い、いや熱いぜ
ぽぽらの市民活動
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（写真：牛島古川公園）
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相談

セミナー

広報

イベント オンライン

ホウコク

ホウコク

ジムキョクラブ（相談事業）がオンライン開催
『 持続可能か？市民活動・地域活動 』

市民活動講座『 つながりを広げる市民活動団体のための広報講座 』を開催
広報の役割と “ 伝わる ” ためのテクニックを伝授！

「引き継いでほしい！」
は幻想か

重すぎるバトン
重すぎる思い

気づけばずっと一人で
走っている
前も後ろも隣もいない

日時　6 月 18 日（土）14:00 - 16:30
講師　埼玉新聞社　編集管理幹　吉田俊一氏

イベント 展示

ホウコク

ぽぽら春日部の『 コロナ禍団体支援 』
登録団体がイベントや展示にて活動を再開！

交流 イベント

ホウコク

令和 4 年度『 第 2 回利用者会議 』を開催
新規登録団体との交流の場にもなりました

　7 月 20 日（水）、24 日（日）に令和 4 年度の第 2 回利用者会議
を開催致しました。密を避けるためと、ご都合の良い日に参加して
いただけるように、今回も日曜日と平日の 2 回開催、かつオンラ
インでの参加も併用して実施しました。
　センターから事業の進捗状況、12 月に実施予定の「ぽぽらフェ
スティバル」に関する現状報告とぽぽら春日部からの情報発信に関
しての説明を行った後、各参加者の皆さまから近況の報告と意見交
換を行いました。2 日合わせて 28 名の方々が参加しましたが、コ
ロナ禍での活動についての問題、高齢化による団体の継承問題など
共通認識の課題に関して様々な意見があり、既存団体の方々と新規
登録団体の方々の交流を深める事ができたと思います。

協働 イベント

ホウコク

ハーモニー春日部との連携事業
『 居場所づくり in ハーモニー 』でガチャトーク？

交流 イベント

ホウコク

モヤモヤカフェ開催中！
人をつなぐゆるやかなワイガヤ座談会

　ＰＴＡをはじめ、自治体やＮＰＯ、生協などの広報研修会講師を数多く
務め、ご自身でも地域の市民活動に携わっている埼玉新聞社の吉田俊一さ
んを講師に迎え、市民活動団体のための広報講座を開催しました。参加者
の皆様には「広報を行う目的」「広報を行う上で困っていること」などを
事前アンケートでお答えいただき、問題意識を共有しました。
　講座では広報の意味を再確認するとともに、「伝わる」ための具体的な
ポイントや見出しの付け方、デザイン・レイアウトの方法など、豊富な具
体例と新聞記者ならではのプロの視点で効果的な広報の手法を学びまし
た。後半では実際のチラシを参加者が読み込み、見出しの付け方のワーク
ショップを行いました。企画の意図を理解し、それを知らない受け取り手
にどうやったら効果的に伝えることができるのか、参加者の回答をホワイ
トボードに貼りだし、講師がひとつひとつ添削をしていきました。
　市民活動はそれぞれの団体や個人が地域やコミュニティを良くしようと
熱意をもって取り組んでいます。そうしたせっかくの思いをできるだけ多
くの方と共有し、活動を広め、深めていくにはどうしたらよいのか。広報
を考えることで市民活動の本質を考えるきっかけになりました。

　まん延防止等重点措置期間が終わり、4 月からモヤモヤカフェが
再開されました。4 月と 6 月はぽぽら春日部で、5 月は東岩槻駅近
くにある『シェアリビング tonarino』にて出張開催しました。
　モヤモヤカフェでは、毎回 2 〜 3 人のゲストを招いて、暮らし
の気づきから地域の課題、活動アイデアまで、さまざまなモヤモヤ
をテーマに参加者同士の会話を楽しんでいます。ゲストのトーク内
容はブログでも公開していますので、過去の開催内容をご覧になり
たい方は右上のＱＲコードからアクセスしてください。どなたでも、
お一人でも参加できますが、お友達と一緒だとより参加しやすいか
もしれませんね！

　ぽぽら春日部では、コロナ禍における登録団体への活動支援の一
環で、会議室や展示パネルを使った一部の公益的な活動に対して、
広報支援や会議室の無料貸し出し等の取り組みを行っています。
　4 月には「タマムシの会」が市民向けに介護保険制度について解
説する介護セミナーを開催し、6 月には「春日部市野外活動連盟」
がパネルを使って活動展示を、7 月は「春日部平和フェスティバル
実行委員会」が『かすかべ平和フェスティバル』の展示を行いました。
　ぽぽら春日部には貧困や環境、防災、教育等、さまざまなテーマ
で活動する団体が登録しています。日頃の活動の成果を広く市民の
皆さんに周知する機会としてご活用ください。まずはぽぽら春日部
事務室にご相談ください。

　昨年のぽぽらフェスティバルの企画で、市民活動、自治会などの
地域活動団体の多くが課題としてとらえている「世代交代、後継者
育成、活動継承」をテーマとした学習・交流会を開催。今年度は継
続して、このテーマで相談座談会を毎月実施します。明確な答えは
ない課題ですが、話すことにより「なぜ世代交代は難しいのか」「活
動継承の意義や方法」などアイディアを見出していきます。
　7 月〜 9 月は「引き継ぎ」の両側にいる 2 人がゲスト。春日部
Ｃ工房 代表の西山光昭さん（70 代）と、通称 “ 川のお兄さん ” 小
林知輝さん（20 代、学生）。1 回目の 7 月 3 日はそれぞれの活動
のはじまりや今後について話題提供してもらい、「なにを継いでい
くのか」「若い世代に参加してもらう工夫」などについて意見交換。
次回以降は 8 月 20 日（土）、9 月 11 日（日）の 10 時から、出さ
れた話題を深堀りしていきます。基本的にゲストによる話が中心で
すが、オンラインや来館で視聴や参加、意見交換もできます。課題
の概要や出されたヒントやアイディアはＨＰやＳＮＳなどで共有し
ていきますので、ぜひ御覧ください。（進行：アドバイザー生越康治）

　ぽぽら春日部と春日部市男女共同参画推進センター（ハーモニー
春日部）の協働企画として、7月23日（土）に地域の場づくりを考
える座談会『居場所づくり in ハーモニー』を開催しました。
　当日はこれからコミュニティを立ち上げたい方、すでに何らかの
場を運営している方等、場づくりに関心のある方々が参加し、モヤ
モヤカフェの事例も交えながら、場づくりの意義やコミュニティ運
営のノウハウについて学びを深めていきました。段ボールガチャポ
ンを使ってトークテーマを決定し、参加者の皆さんも笑いながら場
を楽しんでいました。ハーモニー春日部でも今後気軽に立ち寄れる
場やコミュニティが立ち上がる予定です。ハーモニー春日部での新
たな場づくりに関心がある方はぜひお問い合わせください。

＜　当日のやりとり（一部抜粋）

にしやまみつあき

自分の団体は続けなくてもいいと思っていますが、
自然環境保護の活動は（次世代に）引き継いでほ
しいという思いはあります。

にしやまみつあき

年齢や経験に関係なく、みんな下の名前で
呼び合うと対等な雰囲気が出て良いよね。

にしやまみつあき

若い人とつながる機会を意図的につくっています。

こばやしともき

既読
10 : 55

自分が若すぎたのか、意見が尊重されない
ことがあって。受け入れられていないと感じ
て活動から離れてしまったことがあります。

こばやしともき

既読
10 : 25

活動が続けば組織は続かなくてもいいという
方も多いです。

こばやしともき

既読
11 : 40

市民活動はどうしても年齢層が偏って
しまうのが問題なんだと思います。

こばやしともき

既読
11 : 40

環境も市民活動も継続のためには
「多様性」が大切だと思っています。

10 : 23

10 :48

10 : 56

オンライン



オシラセ

春日部駅

西口

東口

春日部市役所

ララガーデン
春日部

北千住・柏方面
東武動物公園
大宮方面

ぽぽら春日部
（ふれあいキューブ4F）

イベント・セミナーのお申し込み・お問い合わせはこちらから

　048-731-3550　　　　popola@kasukabehall.jp

春日部市市民活動センター（ぽぽら春日部）
年中無休（年末年始を除く）　9:00 〜 21:30
TEL　048-731-3550　   FAX　048-734-1605

〒 344-8578　埼玉県春日部市南 1-1-7 ふれあいキューブ 4 階

※当施設の会議室を利用するには、「団体登録」が必要となります。登録には窓口での
　ヒアリング及び登録申請書、団体の規約、名簿、活動実績等の資料の提出が必要と
　なります。詳しくは上記窓口にお問合わせください。
※交流・ミーティングスペース、キッズスペースなどは、団体登録なしにどなたでも
　ご自由にご利用いただけます。
※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から一部利用を制限している場合があります。

※東武スカイツリーライン / アーバンパークライン「春日部駅」下車。西口徒歩 5 分。
※駐車場（有料）は数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。

新規登録団体情報
オシラセ

オシラセ

新規に登録された団体さんをご紹介します。センターにはたくさんの
市民活動団体が登録されています。団体同士の交流やマッチングを希
望される方はいつでもセンター窓口にお問い合わせください。

●鴻の会　●楽々サークル　●春日部市野外活動連盟　●群星俳句会
●増富東地区　●いきがい大学第 23 期校友会 山歩き会　●くーみん
●いき大 23 校友会 俳句クラブ　●ｇｏｔｔａ　
●大池ソフトボールリーグ　● NPO 法人  埼玉消費者被害をなくす会
●埼玉市民劇場  春日部サークル「麦わら帽子」　（順不同）

HP

ぽぽら春日部の新所長をご紹介します

コピー用紙販売、はじめました。

　“ 原稿だけ ” あれば印刷できます‼
　以前からご要望のありました A ４コピー用紙の販売を始めました。
普段から印刷室をご利用の皆様からは「いいね」「忘れたときに助かる」
といった言葉をいただいております。印刷機をご利用の際に、これか
らは原稿だけをお持ちいただければ印刷することができます。（※従来
通り、持ち込み印刷もできます）

　ぽぽら春日部はこれからも、もっと快適にご利用いただけるように
新たな取り組みを行ってまいります。皆様、ぜひご活用ください。
大型プリンターで印刷する横断幕も「安い・きれい・便利」とご好評
をいただいています。こちらも是非ご利用ください。

協働

イベントホウコク

ぽぽらフェスティバル２０２２
実行委員会で議論がスタート！

　「ぽぽらフェスティバル 2022」が今年も実行委員会形式で始動
しました。公募で選ばれた 10 名の委員による実行委員会をこれま
で 3 回開催し、フェスティバルのテーマや企画内容について議論
を深めています。ただ単にイベントを行うだけでなく、「市民活動
とは何か」という根源的なテーマにこだわります。
　今年は 12 月 3 日（土）4 日（日）に登録団体の皆様にご参加い
ただく企画を予定しています。詳細が決まり次第お知らせいたしま
すのでどうぞご期待ください！

　この度、ぽぽら春日部に所長として着任致
しました、指定管理者（株）コンベンションリ
ンケージの小笠原と申します。
　今期は、当センター運営を委託されて節目の 5 年
目と成ります。職員一同新たな気持ちで、より快適かつ
利用しやすい施設として、また市民活動推進のための中核的
拠点として、今まで以上に機能する市民活動センター「ぽぽら春日
部」を目指して参ります。登録団体の皆さま、施設ご利用の皆さまには、
引き続きご協力の程、宜しくお願い申し上げます。

コピー用紙 （白） 500 枚 360 円
カラーコピー用紙 500 枚 660 円

（ピンク　イエロー　グリーン　ブルー）

※その他、ホッチキスやハサミ等の文房具も
販売しています。

学生ボランティア、運営パートナーを募集しています！
ご興味のある方は、下記ぽぽら春日部までお問い合わせください。


